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秋田県中学校総合体育大会 結果

７月１２日(土)～１４(月)に各会場で行われた全

県総体の結果をお知らせいたします。各監督のお

話を聞くと，あと一歩のところでというのが，ほ

とんどでした。どの試合でも自分たちの力を信じ

て，試合を投げたり，あきらめたりする選手は皆

無だったということでした。

◎ バスケットボール（男子）ベスト８

１回戦 西仙北○６１－４５●大館第一

準々決勝 西仙北●４８－６６○山王

◎ ソフトテニス（女子）ベスト８

団体戦

１回戦 西仙北○２－１●仁賀保

２回戦 西仙北●０－２○増田

個人戦 柳葉さくら・武藤緋色組 惜敗

小笠原未久・進藤恵実香組 ３回戦惜敗

◎ バドミントン

団体

男子 3位

１回戦 西仙北●1－２○岩城 （美郷が優勝）

女子

１回戦 西仙北●１－２○岩城 （岩城が優勝）

個人戦 女子ダブルス 3位

男子 シングルス，ダブルス 惜敗

女子 シングルス 惜敗

ダブルス 後藤杏樹，齊藤愛組 第３位

（東北大会進出をかけた試合では惜敗。）

◎ 陸上競技

走り幅跳び 佐々木聖南 ４ｍ６６ 予選通過

決 勝 ４ｍ０５ ベスト12

低学年女子400Ｍリレー予選３組 ４着通過

(京極綾香，斎藤菜摘，田村紬寧，佐々木舞央，

髙橋奏子，佐藤愛美)

準決勝 ３組 ４着 56'90 敗退

共通女子400Ｍリレー予選６組 ７着55"69敗退
(後藤爽華，佐々木聖南，長谷川華鈴，齋藤藍実，

堀江香那)

四種 長谷川華鈴 1712点(自己ベスト)13位

ハードル１８秒67，高跳び1m30cm，
砲丸投げ8m22，200M30秒22

共通女子100M予選 齋藤藍実 3組5着14秒41敗退

100MH 予選 堀江香那１組5着1８秒62敗退

◎ 卓球

個人戦 星宮朋貴●２－３○桜中

２年生 職場体験

7月15日(火)～17日(木)までの３日間，西仙北，

神岡の各事業所３１か所で，２年生62名による職

場体験を行いました。

初日は，各事業所

の社長さんや担当の

方から説明を受けて

いたり，一日職場に

ある宝物を探しなさ

い，などの指示を受

けたり，事業所固有

の仕事はじめとなっ

ておりました。

２日目の午後に

にわか雨が少し降

りましたが，それ

以外は好天に恵ま

れ，清々しい中で

の職場体験となり

ました。

終わってから，

各事業所から評価

が届きます。自己評価とどれだけ異なっているか，

職場体験を振り返ってみることも学習の一つだと

思います。

地域の皆様には，毎年，この時期，本校の職場

体験にご協力くださり，誠にありがとうございま

す。来年もよろしくお願いいたします。

学校評議員会 開催

7月14日(月），地域の４名の学校評議員をお迎

えし，学校評議員会が開催されました。５校時に

授業参観をしていただき，その後４時まで授業参

観の感想，学校経営等についての質疑応答,協議が

ありました。

評議員の皆さんからは，生徒の地域での様子や，

日頃のがんばりについて周知しているとお褒めの

言葉をいただきました。

また，課題等も話され，教育を進める上で，全

職員で考えていくことにしております。次回は，

２月となります。

平成26年度 思春期こころの健康講演会

今年も１年生を対象に，標記講演会が，7月16

日(水)５時間目に本校体育館で開催されました。

講師は，臨床心理士の浅沼知一先生とアシスタ

ントで，心の教育相談員の佐藤のり子先生です。
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はじめに，浅沼先生から，「思春期の心とからだ

～対人関係について考え，感じてみよう」という

テーマで説明がありました。レジュメが配布され，

次の内容について解説されました。

Ａ）思春期の対人関係・コミュニケーションにつ

いて

Ｂ）何の為にコミュニケーションを学ぶのか？コ

ミュニケーション能力を高めるには？

特に，Ａ）では，「傷ついて 気付いて 築く

人間関係」という言葉が印象的でした。

Ｂ）では，「何を話すか」も大切だが，「どう話す

か」が，より重要！という言葉を学びました。

次に，コミュニ

ケーションの練習

として，二人一組

になり，浅沼先生

とのり子先生が最

初にロールプレイ

ング(役割演技)の手

本を示し，そのこ

とについて生徒たちが実際にやってみる，という

ことをしました。のり子先生は，同じ先生のはず

ですが，浅沼先生

に，○○のように，

△△の場合は，と

いろいろなパター

ンで話しかけ，全

く異なる人格のよ

うに演じていまし

た。

同じことを言っ

ても，それが嫌みだったり，ストレートに本心が

出ていたり，斜に構えて話してみたり，と普段私

たちが話している何気ない言葉でも，相手にとっ

ては，喜ばしい言葉だったり，なんで素直でない

んだろう，と思わせる言葉だったり，二人のロー

ルプレイングを見ていて思いました。

最後に，４人の感想発表がありました。どの生

徒も，コミュニケーションについて，実際にやっ

てみてためになった，今後の生活に生かしていき

たい，と感想を述べてくれました。

少々暑い体育館でしたが，ほとんどの生徒が最

後まで真剣に取り組んでくれました。

第６４回大仙市”社会を明るくする運動”
ビデオと講演の集い

7月16日(水)，大仙市「神岡農村環境改善セン

ター」で「第６４回大仙市”社会を明るくする運

動”～犯罪や非行を防止し，立ち直りを支える地

域のチカラ～『ビデオと講演の集い』」がありまし

た。

席上，本校の長谷川華鈴さん（３年生）と南外

中学校の生徒作文発表がありましたので，長谷川

さんの作文を紹介いたします。

「キャラメルおじさん」

大仙市立西仙北中学校

３年 長谷川華鈴さん

私の家から，真っすぐ百メートル先に浮島

神社があります。参道だったという道は，今

はなんの面影もありません。ただ，自動車が

通るにはせまいという感じです。

浮島神社は菅江真澄の道として知られてい

ますが，私たち刈和野で育った人皆は，綱引

きの網を奉納する場所というイメージの方が

強いです。そんな神社にも守られて８年間通

学しています。

そして，そこから百メートル位行った所に，

私たち子どもをずっと見守ってくれているキ

ャラメルおじさんの家があります。

キャラメルおじさんと初めて会ったのは，

小学校に入学してすぐの頃です。朝は集団登

校で「おはようございます」「おはよう，行っ

てらっしゃい」と言って私たちを見送ってく

れました。帰りは「帰ってきたが～，来～い」

と言って，私たちに冷たい水を飲ませてくれ

ました。昔の話や，おじさんが船乗りをして

いた時の話などを毎日のようにいろいろして

くれました。帰りにキャラメルをくれます。

それから，私たちはキャラメルおじさんと言

うようになりました。

そんな時事件が起こりました。私と友達が

キャラメルおじさんの家に寄り道していると

いうことを，小学校の先生に注意されました。

友達の母と私の母は，小学校の先生にキャラ

メルおじさんのこれまでのことを話したそう

です。私の姉，兄よりももっともっと大きい

兄さん，姉さんたちも見守られていたこと，

地域に見守りができる前から私たち子どもを

見守っていたことです

世の中では，私たち子どもが巻き込まれる

恐ろしい事件がたくさん起きています。そん

な中，よその子どもを危険から守り，成長を

見守ってくれているおじさんに，私はとても

感謝しています。

おじさんは今は80歳を過ぎた高齢者です

が，今もまだ地域の子どもたちに声をかけ，

私たちに安心を与えてくれています。不審者

が出ても，猿が出ても，地震が起きても，お

じさんの家に助けを求めに行くことができま

す。

おじさんに今まで私たちが教えていただい

たことを忘れず，これから少しずつでも地域

に恩返ししていかなければいけないと思いま

す。
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